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濡れている場合はよく乾かしてからめくってください

2011年4月1日～9月30日

①開く

売 上 高 24億20百万円（前年同期比  90.7％増）

営 業 利 益 1億73百万円（前年同期  2億44百万円の損失）

経 常 利 益 1億50百万円（前年同期  2億67百万円の損失）

純 利 益 1億47百万円（前年同期  2億70百万円の損失）

株主名簿管理人 ／三菱UFJ信託銀行株式会社
連　絡　先 ／ 〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
  三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電　　　話 ／ 0120-232-711（通話料無料）

料金後納郵便

株主のみなさまには平素より

格別のご支援を賜り厚くお礼

申し上げます。

当社における第27期中間期

（2011年4月1日から2011年9月

30日まで）の事業の概況をとり

まとめましたので、ここにご報

告を申し上げます。よろしくご高

覧賜りますようお願い申し上げ

ます。

2011年12月

代表取締役社長　渡辺 登

ごあいさつ 当中間期の業績

株式会社太陽工機
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②開く

出展機

設 立 年 月 日
資 　 本 　 金
発行可能株式総数
発行済株式の総数
本 社 所 在 地
従　業　員　数
主要な事業内容

ホームページアドレス

1986年3月14日
7億32万8,200円
9,000,000株
2,978,200株
新潟県長岡市西陵町221番35
178人
工作機械（各種研削盤）の開発・製造
及び販売
http://www.taiyokoki.com/

ホームページのご案内

当社の詳しい情報はホームページより
ご覧いただけます。

http://www.taiyokoki.com/

会社概要 （2011年9月30日現在）

Vertical Mate 85
シンプル＆リーズナブルな
汎用立形複合研削盤。
シリーズ化により55・85
・125の3サイズを展開。

IGV‐3NT
スペース生産性を高めたコ
ンパクトマシン。
ワンチャックで内･外径、
端面の研削が可能。

NVGⅡ‐5CTY
好評なNVGⅡシリーズの
Y軸機能付高性能タイプ。
汎用立形複合研削盤として
も利用可能。

立形研削盤

75.6%

横形研削盤

9.9%

14.5%

その他専用研削盤

売上構成比

第２四半期累計期間におけるわが国経済は、震災復興にあ
る中、欧米各国の財政状態の悪化に伴う金融不安、中国にお
ける金融引き締め及び急激な為替相場の変動等の影響を受け、
先行きの見通しが不透明になっております。
当社を取り巻く経営環境も、こうした影響を避けられず、

国内外の需要先企業の設備投資も減速の兆しが見えてまいり
ました。
こうした状況下においても、当社は、今年４月開催の中国

国際工作機械見本市（CIMT）につづき、９月開催の欧州国際
工作機械展（EMO）といった世界四大工作機械見本市に出展
し、お客様の設備投資ニーズを積極的に掘り起こし、着実に
受注につなげてまいりました。
また、生産面においては、設計・調達・組立といった生産

プロセスを改善し、コストの最適化を図っております。
この結果、当第２四半期累計期間の受注高は、3,404,322千
円（前年同期比67.9％増）となりました。うち当社主力機種で
ある立形研削盤は2,582,339千円（前年同期比59.4％増）、横
形研削盤は461,632千円（前年同期比49.3％増）、その他専用
研削盤は360,350千円（前年同期比267.7％増）となりました。
売上高につきましては、一部のお客様において設備計画の

見直しがあり、当事業年度後半へ納入時期が変更となった案
件があったものの、ほぼ当初の計画通りとなっており、実績
は2,420,223千円（前年同期比90.7％増）となりました。品
目別に示すと、立形研削盤は1,828,241千円（前年同期比
97.4％増）、横形研削盤は240,141千円（前年同期比48.4％
増）、その他専用研削盤は351,841千円（前年同期比94.4％増）
となりました。
損益につきましては、ロッ

ト生産による効率化が奏功し、
当初計画より改善が図られて
おります。実績は、営業利益
173,770千 円（前 年 同 期 は
244,322千円の損失）、経常利
益150,489千円（前年同期は
267,292千円の損失）、四半期
純利益147,106千円（前年同
期は270,728千円の損失）と
なりました。

当中間期の営業概況

■市場の需要発掘・拡販を目指すべく、展示会へ出
展いたしました！！

EMO hannover、メカトロテックジャパン2011へ出展。
国内外のお客様に当社製品の技術力をPRいたしました。
●EMO hannover（欧州国際工作機械展）
　2011年9月19日～23日の
5日間、ドイツのハノーバー
にてEMO hannoverが開催さ
れ、当社からはV e r t i c a l 
Mate85、IGV-3NTの2台を
出展いたしました。欧州のみ
ならず、世界各国から多数の
お客様に来場していただき、
当社『立形研削盤』の優位性
をアピールする絶好の場となりました。また、出展した2台
が現地で完売するなど、欧州地域での需要拡大にますます期
待が高まっております。
●メカトロテックジャパン2011
　2011年9月29日～10月2日
の4日間、名古屋市国際展示
場にてメカトロテックジャパ
ン2011が開催され、当社か
らはVertical Mate85、NVG
Ⅱ-5CTYの2台を出展いたし
ました。総入場者数は約
83,000名、当社ブースには
約700名のお客様が来場さ
れ、熱意のこもった商談が行われました。当社製品の研削技
術に対して高い評価をいただき、会期中に5台の受注を確保
することができました。
今後も国内のみならず、欧州を始めアメリカや中国、アジ
アでのマーケットの拡大を目指し、よりお客様のニーズにマ
ッチした技術をスピーディーに提案し、販売拡大に尽力して
まいります。
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